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第1試合【1回戦】湘南1勝

4回に大量得点の湘南、終盤の港
南の猛追交わす

【勝】大川　　　 2勝 2敗(2)

【敗】高木　　　 1勝 1敗(1)

ＭＶＰ：古山　　V打点：網倉
三塁打：古山(湘南)
二塁打：古山(湘南)・高木浩・尾野・佐久川(港南)
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高木浩 2 1 .6007

尾野 4 1 2 .3758

佐久川 3 1 2 .4745

4 2 22

高木 2 1 .4621

岩田 3 2 .2226

堀内 3 1 1 .3083

野地 3 1 .2004

佐々木 3 1 2 .2009

田中公 3 .000D

山脇 2 1 1 .3646

伊藤重 3 1 .3083

古山 2 2 3 .2732

渡部 3 1 1 .4445

網倉 4 1 2 .2317

岡崎 3 1 .2008

高畠 3 2 2 .2734

佐藤隆 2 .0009

大川 3 .1001

弘中 2 .000D
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※守備位置はスタート時

27 9 9 .333チーム計10 10 .333チーム計

高木 4 3 443

高木浩 5 731
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大川 2 464

古山 3 4 642
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11 3 1296チーム計 5 4 10106チーム計

２安打３打点（古山）

湘南は初回、先頭山脇が四球、犠
打、四球等で二死二、三塁とし５
番網倉の内野安打で１点を先制す
る。続く２回表にも２死球と失策
が絡み１点を追加。３回表は、２
番伊藤重が右前安打で出塁後、古
山の三塁打でまず１点。その後、
２死一、三塁から高畠の左前適時
打でさらに１点の計２点を追加す
る。一方、港南は３回裏に失策、
四球で２死一、二塁とした後、２
番尾野の二塁打で２点を返し反撃
する。この反撃ムードを消沈させ
るようなビックイニングが４回表
に訪れる。湘南は先頭の大川が死
球、続く弘中が四球で出塁すると
一番山脇の左前適時打でまず１
点。後続打者も失策、四球で続き
もう１点。さらに渡部、高畠の適
時打等で加点し結局この回打者１
１人で計７点を奪う。港南も５回
裏に４点、終回に２点を返すも４
回表の大量点が効き湘南が１２－
１０で勝利した。ＭＶＰには、２
安打で３打点を挙げた古山が選ば
れた。試合中盤まで湘南のワンサ
イドゲームであったが、終盤に猛
追を見せた港南の攻撃も見事で
あった。（港：須貝）

第2試合【2回戦】港1勝1敗

港圧勝、猛攻打線爆発17安打！

【勝】斎藤　　　 2勝 1敗(1)

【敗】早川　　　 1勝 2敗(1)

ＭＶＰ：椎野　　V打点：高須賀
二塁打：石川伸・田中正・本末・椎野(浜友)
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工藤 1 .2733

菅和 3 .0005

新川 3 1 1 .4556

伊藤慎 3 1 .1547

田端 2 .3008

古川 2 .0004

富岡 2 .125D

須貝 2 1 .2509

早川 2 .0831

高橋茂 2 1 .2502

佐藤寿 3 .1678

磯 4 1 2 .2005

石川伸 4 3 3 .6926

田中正 4 2 1 .5832

斎藤 4 3 2 .5331

本末 3 2 .4624

高須賀 3 2 .1547

斉藤公 4 2 1 .3333

椎野 4 3 3 .4009

四方田 2 1 1 .222D

小林孝 2 1 .083D
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※守備位置はスタート時

37 17 16 .459チーム計4 1 .182チーム計

早川 2 2 664

工藤 3 2 11112
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斎藤 1 3 124

石川伸 1 3 122
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３安打３打点（椎野）

初回、両チームとも先発の好投に
より三者凡退で始まり投手戦を予
感させていた２回、浜友は先頭の
田中の左安で出塁すると１死二塁
で本末が中前二塁打で１死二・三
塁を作り高須賀に絶好のパスを演
出する。高須賀は前進守備の遊失
を誘い先制。続いて椎野の右越二
塁打、四方田の中前安打でこの回
一挙４点。反撃をしたい港は浜友
先発の斉藤の好投に苦しんでいた
が４回先頭工藤が死球で出塁する
と新川が三失を誘い１点返上、続
く伊藤が左前安打で反撃の狼煙を
上げたかと思いきやその後続か
ず、この回１点どまり。浜友はそ
の後６回にも猛打爆発で１１点追
加し、終わってみたら１７対２と
大差をつけ圧勝。浜友は１７安打
を叩き出した。ＭＶＰは３安打３
打点の椎野が獲得した。浜友、こ
れはやばいチームだ！
（湘南：古山）
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第3試合【1回戦】浜風1勝

川崎は指の負傷を感じさせず８安
打を浴びるも１失点自責０、打っ
ては好機に３打点の元祖二刀流

【勝】川崎　　　 2勝 2敗(1)

【敗】石川誠　　 1勝 1敗

ＭＶＰ：川崎　　V打点：亀田宏
本塁打：石川誠1号(浜翔)
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犬塚 2 .4292

亀田宏 2 1 1 .6157

中路 3 2 1 .3573

川崎 2 2 3 .3001

樋高 2 .1258

小林正 3 .1005

太刀岡 1 .2004

増田 3 .0006

柳本 2 .0009

丸木 .125D

入江 3 1 .3892

石川誠 3 2 2 .4001

後藤 1 1 .3335

天城 3 1 .3088

竹内 2 2 1 .2946

三輪 2 1 .4447

金指 2 .0009

西岸 2 .0004

原田 2 .0003

丸山 2 .000D
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川崎 2 1 154

小林正 231
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４回自責０、３打点

（川崎）

前回好投の浜翔先発の石川誠は立
ち上がり、先頭を失策で出すと、
浜風の亀田中路川崎に３連打を浴
び３点を先制される。 ２，３回
は５Ｋを奪い圧巻の投球。浜風先
発の川崎は走者は出すも要所を締
め４回を１点に抑えマウンドを降
りる。ここまで１－３の好ゲー
ム。しかし４回裏、先頭太刀岡が
しぶとく四球を選ぶと、２者連続
で何でもない遊ゴ送球失策のあ
と、丸木犬塚も四球を選び、マウ
ンド上の石川誠イライラＭＡＸ
か。なんとか冷静さを取り戻すべ
く亀田を打ち取るが、中路・川崎
に連続適時打が出てゲームの体勢
は決まった。終回その誠は左中間
に今季第一号を放ちほんの少し笑
顔が戻った。（浜友：石川伸）

浜風 5 3 2 0 6 .600 34 3 33 31 .256 .340 16 1

港南 6 2 2 2 6 .500 0.5 56 2 56 42 .318 .431 13 1

浜翔 6 3 3 0 6 .500 0.0 42 2 33 47 .288 .429 20 1

浜友 5 2 2 1 5 .500 0.0 48 4 44 44 .340 .453 22 1

港 5 2 2 1 5 .500 0.0 34 5 41 41 .252 .384 10 1

湘南 5 2 3 0 4 .400 0.5 31 1 32 34 .261 .408 17 2

試合 勝利 敗戦 引分 勝点 勝率 G差 安打 HR 得点 失点 打率 出塁率 失策 OIP

チーム成績

浜風 ○ ● ●○○

港南 ●○ ○△ △ ●

浜翔 ● ○● ○● ○

浜友 ○ ●△ ●○

港 △ ●○ ○●

湘南 ○●● ○ ●

浜風 港南 浜翔 浜友 港 湘南

チーム勝敗表


